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1 はじめに

近年、Webブラウズ機能付き携帯電話や PDAなど
の普及に伴い、携帯端末で新聞記事などのWebコンテ
ンツを利用する機会が増えている。現在のようにWeb
記事と携帯記事を人手によって作成した場合、時間と

コストがかってしまう。そこで、我々はWeb記事の自
動要約を行い、既存の携帯記事と比較することにより

要約の評価を行なった。

2 対象とする新聞記事データ

自動要約した結果の正確さを判定するために正解

データが必要となる。そこで、毎日新聞社 [1]からイ
ンターネットに配信されているWeb記事と携帯記事
を用いた。そして、Web記事と携帯記事で同じ内容の
記事の対を作成した [2]。

3 Web記事の自動要約

Web記事はジャンルと日付によってまとまりを持つ
ものである。したがって、ある日のあるジャンルの記

事を文書集合とみなすことができる。すると、この文

書集合に対して TF・IDFという尺度を用いれば不要
個所の特定ができる。そこで、本研究では TF・IDF
（Term Frequency・Inverse Document Frequency）に
基づく要約手法を提案する。ここで図 1に示すように
自動要約の対象のWeb新聞記事を記事 Aとし、Aの
第 1段落の文を A1,A2,…,Amとする。文 Amを構成
する文節を a(m,1),a(m,2),…,a(m,n)とする。また、要
約の目標の長さを Lとする。Lは 50文字程度と 100
文字程度の 2種類を設定した。要約手順としては以下
の通りである。

1. 名詞を抽出する（未知語も含む）
形態素解析器「茶筅」[3]を用いて記事 Aを形態
素に分割する。この中から名詞と未知語を抽出す

る。抽出した名詞は次のステップで使用する。
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図 1: 要約対象記事の構成

2. TF・IDF値を算出する
単語に重みを持たせるために名詞の TF・IDF を

算出する。記事AをA、TF・IDF 値を求める単

語をWiとする。以下の式により記事Aに出現す

る単語Wiの TF・IDF 値を求める。

TF・IDF (A, Wi) = TF (A, Wi)・IDF (Wi) (1)

TF (A, Wi)は記事 Aにおける、単語Wiの生起

頻度である。IDF (Wi)は当日に収集された文書
数 N と、N の中でWiが一回以上生起する文書

数DF (Wi)に関係し、次のように定義する。

IDF (Wi) = log(
N

DF (Wi)
+ 1) (2)

ただし、助詞「は」の文節の名詞は重みを 10倍
にする。

3. 構文解析を行う
記事Aの中から重要文として 3文A1,A2,A3を取
り出し、係り受け解析器「南瓜」[4]にかけて係り
受けの情報を得る。A1が例文”Ｘ社は２５日、社
員管理や社内の手続きなどに使われる「ＩＤカー

ド」を今年中に大幅に改善することを決めた。”と

した場合の係り受け解析結果を図 2に示す。各文
節に出現する名詞に手順 2で算出した TF・IDF
の値を加算する。

4. 重要度の低い文節の削除
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図 2: 係り受け解析の実行結果

TF・IDFの小さい枝を刈る要約アルゴリズムを
以下 Step:0～Step:4に示す。

Step:0 k=0に初期化（kはくり返しの回数）

Step:1 係り受け解析の結果から、文 A1,A2,A3
のそれぞれの先端の文節を抽出する。図 2の
反転表示の文節がA1の枝の先端文節である。
抽出した文節のうち手順 3でつけた重みが最
低な名詞、未知語を含む文節を除去する。

Step:2 A1,A2,A3のいずれかで名詞 1個と用言
だけになったときは、その文AiをA1,A2,A3
から除去する。

Step:3 k=k+1;
Step:2の結果を S（k）とする。

Step:4 A1,A2,A3 の文字長が L より長ければ
Step1へ戻る。短ければ、S（k）を要約結果
として終了。

3.1 名詞の一致率

要約結果と携帯記事との名詞の一致率を算出した。

調査記事数は、政治が 241記事、経済は 452記事、国
際は 443記事、社会は 362の合計 1,498記事である。
携帯記事と要約結果に関して精度と再現率を以下の式

に従い算出した。

精度 =
（両方の記事に共通する名詞数）
（要約文に含まれる名詞数）

(3)

再現率 =
（両方の記事に共通する名詞数）

（携帯記事の名詞数）
(4)

表 1は要約結果の名詞と携帯記事の名詞との精度を示
している。50文字程度の要約の場合の精度は 40%台
という結果になった。また、表 2に要約結果の名詞と
携帯記事の名詞との再現率を示した。これらの評価結

果を他の研究と直接比較することは、コーパスの差異

もあって困難である。しかし、類似研究との比較とし

て以下のことは言える。Berger[5]らのOCELOTでは

確率モデルによる要約を行なっており、人手で作った

要約との単語のオーバーラップ率を示している。オー

バーラップ率は我々の精度にほぼ一致する。彼らの結

果では、最大でも 40%である。我々の携帯記事との比
較結果は 50文字、100文字とも 40%を超えており、高
い性能を持つといえる。

表 1: 要約結果の精度

表 2: 要約結果の再現率

4 まとめ

本稿では携帯端末向けにWeb新聞記事の要約を行
なう手法を提案した。要約手法は係り受け解析の結果

に TF・IDFを用いて文節の重みを算出し、枝の先端
の重みが低い文節を削除するものである。今後は言い

換えの処理や、重要度の高い文節を残して要約をする

ための方法を検討する予定である。また、文内要約し

た結果が、十分読み易いものになるようなスムージン

グも大規模データによって検討評価する予定である。
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